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（百万円未満切捨て）

1. 平成31年3月期第2四半期の業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 59,354 38.3 1,293 161.5 1,541 131.4 1,058 98.5

30年3月期第2四半期 42,925 △9.2 494 △21.2 666 △11.7 533 1.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 39.38 ―

30年3月期第2四半期 19.86 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第2四半期 56,387 23,986 42.5

30年3月期 59,716 22,962 38.5

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 23,986百万円 30年3月期 22,962百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 7.00 ― 11.00 18.00

31年3月期 ― 9.00

31年3月期（予想） ― 9.00 18.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

30年３月期期末配当金の内訳　普通配当　８円00銭　　創立70周年記念配当　３円00銭

3. 平成31年 3月期の業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 130,000 24.3 2,400 9.2 2,500 7.1 1,700 4.4 63.26

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 28,678,486 株 30年3月期 28,678,486 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 1,779,007 株 30年3月期 1,804,279 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 26,887,974 株 30年3月期2Q 26,863,023 株

（注）当社は、株式付与ESOP信託及び役員報酬BIP信託を導入しており、各信託口が保有する当社株式を自己株式に含めて記載しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１． 当四半期決算に関する定性的情報 （３） 業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日銀の金融緩和策の継続を背景にして、企

業収益や雇用環境の改善など、景気は緩やかな回復基調を持続しておりますが、貿易摩擦や相次ぐ自然災害などの

不安要素による影響が懸念されます。また、世界経済は、保護主義の台頭や金融緩和政策からの転換など、依然と

して先行き不透明な状況となっております。

このようななか、当社の当第２四半期累計期間の成約高は、前年同四半期に比べ39百万円減少の686億62百万円

（前年同四半期比0.1%減）となりました。

売上高につきましては、前年同四半期に比べ164億28百万円増加の593億54百万円（前年同四半期比38.3%増）とな

りました。

売上総利益は38億69百万円（前年同四半期比８億86百万円増、29.7%増）、営業利益12億93百万円（前年同四半期

比７億98百万円増、161.5%増）、経常利益15億41百万円（前年同四半期比８億75百万円増、131.4%増）、四半期純

利益10億58百万円（前年同四半期比５億25百万円増、98.5%増）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

受注及び販売の状況
第２四半期累計期間

(単位:百万円)

セグメント別

成 約 高 売 上 高 成 約 残 高

上段当期 構成比
増減額

上段当期 構成比
増減額

上段当期 構成比
増減額

下段前期 (%) 下段前期 (%) 下段前期 (%)

電力事業
32,394 47.2

△9,780
24,261 40.9

△2,061
70,573 56.1

9,867
(42,175) (61.4) (26,322) (61.3) (60,705) (58.1)

化学・環境事業
27,531 40.1

9,420
26,651 44.9

17,860
47,618 37.8

11,070
(18,110) (26.4) (8,791) (20.5) (36,547) (34.9)

電子精機事業
5,500 8.0

△216
5,392 9.1

96
4,567 3.6

△381
(5,717) (8.3) (5,295) (12.3) (4,949) (4.7)

生活関連事業
3,168 4.6

538
2,980 5.0

532
3,120 2.5

752
(2,630) (3.8) (2,448) (5.7) (2,367) (2.3)

その他
67 0.1

△0
67 0.1

△0
― ―

―
(67) (0.1) (67) (0.2) (―) (―)

合計
68,662 100.0

△39
59,354 100.0

16,428
125,880 100.0

21,309
(68,701) (100.0) (42,925) (100.0) (104,570) (100.0)
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(電力事業)

売上高は242億61百万円と前年同四半期に比べ20億61百万円の減少となっております。また、成約高は323億94百万

円(前年同四半期比97億80百万円減)、成約残高は705億73百万円(前年同四半期比98億67百万円増)となりました。

(化学・環境事業)

売上高は266億51百万円と前年同四半期に比べ178億60百万円の増加となっております。また、成約高は275億31百万

円(前年同四半期比94億20百万円増)、成約残高は476億18百万円(前年同四半期比110億70百万円増)となりました。

(電子精機事業)

売上高は53億92百万円と前年同四半期に比べ96百万円の増加となっております。また、成約高は55億円(前年同四半

期比２億16百万円減)、成約残高は45億67百万円(前年同四半期比３億81百万円減)となりました。

(生活関連事業)

売上高は29億80百万円と前年同四半期に比べ５億32百万円の増加となっております。また、成約高は31億68百万円

(前年同四半期比５億38百万円増)、成約残高は31億20百万円(前年同四半期比７億52百万円増)となりました。

(その他)

売上高は67百万円と前年同四半期に比べ０百万円の減少となっております。また、成約高は67百万円(前年同四半期

比０百万円減)となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

　（イ）資産の部

当第２四半期会計期間末における総資産は、563億87百万円となり、前事業年度末と比較して33億28百万円の減少

となりました。主な要因として、投資その他の資産の増加により固定資産が19億93百万円増加したものの、売掛債

権の減少等により流動資産が53億22百万円減少したことによるものであります。

　（ロ）負債の部

当第２四半期会計期間末における負債合計は324億１百万円となり、前事業年度末と比較して43億52百万円の減少

となりました。この主な要因は、仕入債務の減少等により流動負債が45億円減少したことによるものであります。

（ハ）純資産の部

当第２四半期会計期間末における純資産合計は239億86百万円となり、前事業年度末と比較して10億23百万円の増

加となりました。この結果、自己資本比率は42.5%となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ８億56百

万円減少し、122億68百万円となりました。

　（イ）営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果、増加した資金は17億75百万円となりました。主な資金の増加要因としては、売上債権の減少額

66億９百万円、前受金の増加額21億55百万円であり、主な資金の減少要因としては、仕入債務の減少額61億66百万

円、前渡金の増加額19億12百万円であります。

　（ロ）投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果、減少した資金は20億17百万円となりました。収入の主な内訳は、有形固定資産の売却による収

入６百万円、関係会社貸付金の回収による収入１百万円であり、支出の主な内訳は、匿名組合出資金の払込による

支出11億37百万円、有形固定資産の取得による支出６億94百万円であります。

　（ハ）財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果、減少した資金は６億66百万円であります。これは主に、短期借入金の返済による支出や、配当

金の支払によるものであります。

　

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績予想につきましては、平成30年５月11日に公表致しました予想から変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,114 11,358

受取手形及び売掛金 27,852 21,243

有価証券 2,099 2,000

商品 745 864

前渡金 1,573 3,485

その他 247 353

貸倒引当金 △13 △7

流動資産合計 44,621 39,298

固定資産

有形固定資産 6,545 6,895

無形固定資産 116 83

投資その他の資産

投資有価証券 5,105 5,371

その他 3,336 4,747

貸倒引当金 △8 △8

投資その他の資産合計 8,432 10,109

固定資産合計 15,095 17,088

資産合計 59,716 56,387

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,098 7,392

受託販売未払金 14,189 8,749

短期借入金 1,570 1,260

未払法人税等 498 481

前受金 6,228 8,383

引当金 379 358

その他 752 591

流動負債合計 31,716 27,216

固定負債

長期借入金 3,010 3,005

引当金 200 198

その他 1,826 1,980

固定負債合計 5,036 5,184

負債合計 36,753 32,401
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成30年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,443 3,443

資本剰余金 2,821 2,822

利益剰余金 15,824 16,578

自己株式 △693 △681

株主資本合計 21,395 22,162

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,574 1,758

繰延ヘッジ損益 △43 28

土地再評価差額金 36 36

評価・換算差額等合計 1,567 1,823

純資産合計 22,962 23,986

負債純資産合計 59,716 56,387
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 42,925 59,354

売上原価 39,942 55,484

売上総利益 2,983 3,869

割賦販売未実現利益戻入額 2 2

差引売上総利益 2,986 3,872

販売費及び一般管理費 2,491 2,579

営業利益 494 1,293

営業外収益

受取利息 7 6

受取配当金 145 166

為替差益 - 51

その他 47 60

営業外収益合計 200 285

営業外費用

支払利息 21 35

為替差損 1 -

その他 4 1

営業外費用合計 28 36

経常利益 666 1,541

特別利益

固定資産売却益 0 -

投資有価証券売却益 26 -

受取保険金 88 0

特別利益合計 115 0

特別損失

固定資産処分損 0 -

特別損失合計 0 -

税引前四半期純利益 781 1,542

法人税、住民税及び事業税 203 476

法人税等調整額 44 6

法人税等合計 248 483

四半期純利益 533 1,058
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 781 1,542

減価償却費 212 253

受取保険金 △88 △0

投資有価証券売却損益（△は益） △26 -

有形固定資産売却損益（△は益） △0 -

有形固定資産処分損益（△は益） 0 -

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △5

賞与引当金の増減額（△は減少） 16 28

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △40 △50

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △19 -

受取利息及び受取配当金 △153 △172

支払利息 21 35

売上債権の増減額（△は増加） 3,929 6,609

たな卸資産の増減額（△は増加） △67 △119

前渡金の増減額（△は増加） △832 △1,912

前払年金費用の増減額（△は増加） △170 △99

仕入債務の増減額（△は減少） △3,110 △6,166

前受金の増減額（△は減少） 896 2,155

未払又は未収消費税等の増減額 △24 53

その他 122 △60

小計 1,447 2,093

利息及び配当金の受取額 152 167

利息の支払額 △21 △36

保険金の受取額 88 45

法人税等の支払額 △286 △494

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,381 1,775

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の売却及び償還による収入 500 -

有形固定資産の取得による支出 △1,187 △694

有形固定資産の売却による収入 9 6

無形固定資産の取得による支出 △1 △0

関係会社出資金の払込による支出 △1 △107

関係会社株式の取得による支出 - △75

匿名組合出資金の払込による支出 - △1,137

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の売却及び償還による収入 37 -

関係会社貸付けによる支出 △22 △12

関係会社貸付金の回収による収入 - 1

従業員に対する長期貸付金の回収による収入 0 1

信託受益権の取得による支出 - △1,000

信託受益権の償還による収入 - 1,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △665 △2,017
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(単位：百万円)
前第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 860 550

短期借入金の返済による支出 △860 △860

長期借入金の返済による支出 △5 △5

リース債務の返済による支出 △55 △51

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の処分による収入 2 4

配当金の支払額 △221 △303

財務活動によるキャッシュ・フロー △280 △666

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 52

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 432 △856

現金及び現金同等物の期首残高 6,542 13,124

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,975 12,268
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

合計

電力事業
化学・環境

事業
電子精機
事業

生活関連
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 26,322 8,791 5,295 2,448 42,858 67 42,925

セグメント間の内部売上高

又は振替高
- - - - - - -

計 26,322 8,791 5,295 2,448 42,858 67 42,925

セグメント利益 154 205 43 60 465 29 494

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業であります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

　(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 465

「その他」の区分の利益 29

四半期損益計算書の営業利益 494
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Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

合計

電力事業
化学・環境

事業
電子精機
事業

生活関連
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 24,261 26,651 5,392 2,980 59,286 67 59,354

セグメント間の内部売上高

又は振替高
- - - - - - -

計 24,261 26,651 5,392 2,980 59,286 67 59,354

セグメント利益 165 938 54 106 1,264 29 1,293

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業であります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

　(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,264

「その他」の区分の利益 29

四半期損益計算書の営業利益 1,293
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